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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　窓枠と、前記窓枠内に配置される障子と、前記障子を軸支するヒンジと、前記ヒンジの
室外側を覆うヒンジカバーとを備え、
　前記ヒンジカバーは、前記窓枠に取り付けられる固定カバーと、前記障子に取り付けら
れる可動カバーとを備えて構成され、
　前記固定カバーは、前記ヒンジの室外側に位置する固定内面を有し、
　前記可動カバーは、前記障子の開閉移動によって前記ヒンジによる前記障子の軸支位置
を中心として回動する可動外面を有し、
　前記可動外面は、前記障子の開放状態において前記固定内面に対して非当接状態で室内
側に重なり配置される
　ことを特徴とする回転窓。
【請求項２】
　請求項１に記載の回転窓において、
　前記ヒンジによる前記障子の軸支位置は、第一軸支位置から当該第一軸支位置よりも室
内側に位置する第二軸支位置までの範囲で設定され、
　前記可動外面は、前記障子の閉鎖状態で前記第一軸支位置から最も離間して位置する離
間点の当該第一軸支位置を中心とする第一回動軌跡の曲率以上の曲率を有して形成され、
　前記固定内面は、前記障子の閉鎖状態で前記離間点の前記第二軸支位置を中心とする第
二回動軌跡の室外側に沿って形成される
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　ことを特徴とする回転窓。
【請求項３】
　請求項２に記載の回転窓において、
　前記ヒンジカバーは一対の側板部を備え、
　一方の側板部は、前記固定カバーに形成され、
　他方の側板部は、前記可動カバーに形成され、
　前記固定カバーは、前記一方の側板部に連続するとともに、前記障子の閉鎖状態で前記
可動外面に対向して位置する対向内面を有し、
　前記可動カバーは、前記他方の側板部に連続するとともに、前記障子の閉鎖状態で前記
固定内面に対向して位置する対向外面を有し、
　前記固定カバーの固定内面は、前記第二回動軌跡の曲率よりも小さな曲率を有して形成
され、
　前記対向内面は、前記固定内面の曲率よりも大きな曲率を有して形成され、
　前記対向外面は、前記可動外面の曲率よりも小さな曲率を有して形成される
　ことを特徴とする回転窓。
【請求項４】
　請求項３に記載の回転窓において、
　前記固定カバーには、前記対向外面に向かって延出した延出側板部が形成され、
　前記対向外面に対する前記延出側板部の対向面は、前記固定内面の曲率よりも大きな曲
率を有して形成される
　ことを特徴とする回転窓。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の回転窓において、
　前記対向外面には、前記固定カバーの固定内面に向かって延出したリブが形成され、
　前記固定内面に対する前記リブの対向面は、前記対向外面の曲率よりも小さな曲率を有
して形成される
　ことを特徴とする回転窓。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の回転窓において、
　前記障子は、前記ヒンジが取り付けられる框に沿って形成され、当該ヒンジの室内側に
位置する障子見付け片部を有し、
　前記窓枠は、前記障子の閉鎖状態で前記障子見付け片部の室外面に当接する第一当接材
を備えた第一見付け片部と、前記障子の閉鎖状態で前記障子見付け片部の室内面に当接す
る第二当接材を備えた第二見付け片部とを有した枠材を備え、
　前記窓枠には、固定当接部材が取り付けられ、
　前記障子見付け片部には、回動当接部材が取り付けられ、
　前記固定当接部材は、前記第一当接材に連続して位置する室外部と、前記第二当接材に
連続して位置する室内部と、前記室外部および前記室内部を連結する連結部とを有して構
成され、
　前記回動当接部材は、前記障子見付け片部を前記障子の見込み方向にまたいで位置し、
前記障子の閉鎖状態で前記室外部から前記連結部を経て前記室内部まで連続して当接する
とともに、前記障子の開放移動によって回動して前記室外部、前記連結部および前記室内
部から離間して位置する
　ことを特徴とする回転窓。
【請求項７】
　請求項６に記載の回転窓において、
　前記固定当接部材および前記回動当接部材のうちの少なくとも一方は、弾性を有して構
成され、
　前記連結部は、前記枠材の長手方向において前記ヒンジによる前記障子の軸支位置より
も前記第一見付け片部側に位置する固定当接内面を有し、
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　前記回動当接部材は、前記障子の閉鎖状態で前記固定当接内面に当接する回動当接外面
を有し、
　前記固定当接内面および前記回動当接外面は、前記障子の軸支位置よりも室内側の位置
を曲率中心としてそれぞれ湾曲形成され、
　前記回動当接外面の曲率中心は、前記固定当接内面の曲率中心よりも室外側であって前
記枠材の長手方向において前記第二見付け片部側に位置し、
　前記回動当接外面は、前記固定当接内面の曲率半径と同等以上の曲率半径を有して形成
される
　ことを特徴とする回転窓。
【請求項８】
　請求項７に記載の回転窓において、
　前記室外部は、前記ヒンジの軸方向と平行な面であって前記窓枠の見込み方向に延びて
形成された見込み内面を有し、
　前記回動当接部材は、前記ヒンジの軸方向と平行な面であって前記障子の見込み方向に
延びて形成された見込み外面を有し、
　前記見込み外面は、前記障子の閉鎖状態で前記障子見付け片部の長手方向において前記
見込み内面に向かい合って当接するとともに、前記障子の開放移動によって前記見込み内
面から離間して位置する
　ことを特徴とする回転窓。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載の回転窓において、
　前記固定当接部材は、前記固定当接内面に連続しているとともに、前記枠材の長手方向
において前記障子の軸支位置よりも前記第二見付け片部側に延出して形成された延出内面
を有し、
　前記回動当接部材は、前記回動当接外面に連続しているとともに、前記障子見付け片部
の長手方向において前記障子の軸支位置よりも前記第二見付け片部側に延出して形成され
た延出外面を有し、
　前記延出外面は、前記障子の閉鎖状態で前記障子の見込み方向において前記延出内面に
向かい合って当接するとともに、前記障子の開放移動によって前記延出内面から離間して
位置する
　ことを特徴とする回転窓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、障子の回転によって開閉する回転窓に関する。
【背景技術】
【０００２】
　障子が風を受けて自然に開閉して換気が行われる自然換気窓が知られている（例えば特
許文献１参照）。
　この自然換気窓は、横軸回転窓であり、水平な回転軸を障子の上下方向の中央位置より
も上部側に配置することで、障子を偏心状態で軸支する。また、障子の軸支位置よりも上
側でかつ障子の室内側に錘を取り付けてあり、この錘によって無風時には障子の下端側が
室外側に開くようにして、自然に開放状態となるように設定している。
　さらに、室外側から障子に風が当たると、障子は軸支位置よりも下側の面積が広いため
、障子の下端側が室内方向に移動して障子を閉鎖状態にできる。
　従って、比較的風圧が低い場合には、自然に障子を開放状態にできて換気を行え、室外
側から室内側に強風が吹いた場合など、所定値以上の正圧が障子に加わった場合は、障子
を自動的に閉鎖状態にできて風の吹き込みを防止できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１４６５４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１に記載の自然換気窓では、その見込み方向における回転軸の位置
（見込み位置）を製品設計において適宜設定され、例えば室外側の見込み位置に設定され
ることがある。この場合には、窓枠および障子に対して回転軸が干渉するのを避けるため
、この回転軸を配置可能な隙間が当該窓枠および障子の室外側見付け片部などに形成され
ることになり、この隙間からの水の浸入などによる水密性の低下や、回転軸、ヒンジなど
の部品が外気や雨水に晒され、埃などが付着することによる低寿命化につながるおそれが
ある。
　また、窓枠と障子との連結部分である回転軸に十分な強度をもたせるために大きな回転
軸を採用した場合には、この回転軸を配置可能な隙間も大きく形成しなければならず、水
密性の低下、部品の低寿命化が顕著となるおそれがある。
【０００５】
　本発明の目的は、水密性を向上できるとともに、部品の低寿命化を抑制できるヒンジカ
バーを備えた回転窓を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の回転窓は、窓枠と、前記窓枠内に配置される障子と、前記障子を軸支するヒン
ジと、前記ヒンジの室外側を覆うヒンジカバーとを備え、前記ヒンジカバーは、前記窓枠
に取り付けられる固定カバーと、前記障子に取り付けられる可動カバーとを備えて構成さ
れ、前記固定カバーは、前記ヒンジの室外側に位置する固定内面を有し、前記可動カバー
は、前記障子の開閉移動によって前記ヒンジによる前記障子の軸支位置を中心として回動
する可動外面を有し、前記可動外面は、前記障子の開放状態において前記固定内面に対し
て非当接状態で室内側に重なり配置されることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の回転窓によれば、ヒンジカバーが、窓枠に取り付けられる固定カバーと、障子
に取り付けられる可動カバーとの２部材によって構成されるため、窓枠と当該窓枠に対し
て開閉移動する障子との連結部分であるヒンジの室外側を覆うことができる。従って、ヒ
ンジを配置可能に形成される窓枠および障子の室外側の隙間からの水の浸入などを抑えて
水密性を向上でき、また、ヒンジなどの部品が外気や雨水に晒され、埃などが付着するこ
とによる低寿命化を抑制できる。
　また、可動カバーの可動外面は、障子の開閉移動によってヒンジによる障子の軸支位置
を中心として回動し、障子の開放状態において固定カバーの固定内面に対して室内側に位
置するため、障子の開閉移動において回動する可動外面が固定内面に干渉することがない
。従って、ヒンジカバーから障子に対して摩擦抵抗などを加えることなく、障子の開閉移
動を円滑に行わせることができる。
【０００８】
　本発明の回転窓では、前記ヒンジによる前記障子の軸支位置は、第一軸支位置から当該
第一軸支位置よりも室内側に位置する第二軸支位置までの範囲で設定され、前記可動外面
は、前記障子の閉鎖状態で前記第一軸支位置から最も離間して位置する離間点の当該第一
軸支位置を中心とする第一回動軌跡の曲率以上の曲率を有して形成され、前記固定内面は
、前記障子の閉鎖状態で前記離間点の前記第二軸支位置を中心とする第二回動軌跡の室外
側に沿って形成されることが好ましい。
　このような構成によれば、可動カバーの可動外面は、障子の閉鎖状態で第一軸支位置か
ら最も離間して位置する離間点の当該第一軸支位置を中心とする第一回動軌跡の曲率以上
の曲率を有して形成されるため、回動する可動外面は、第一回動軌跡の室外側に突出して
位置することがなく、また、前述した離間点の第二軸支位置を中心とする第二回動軌跡の
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室外側に突出して位置することもない。他方、固定カバーの固定内面は、障子の閉鎖状態
で前述した離間点の第二軸支位置を中心とする第二回動軌跡の室外側に沿って形成される
ため、ヒンジによる障子の軸支位置が第一軸支位置から第二軸支位置までの範囲で設定さ
れる場合には、当該軸支位置を中心として回動する可動カバーの可動外面が固定カバーの
固定内面に干渉することがない。従って、障子の軸支位置を第一軸支位置から第二軸支位
置までの範囲で調整しても、共通のヒンジカバーを利用できる。
【０００９】
　本発明の回転窓では、前記ヒンジカバーは一対の側板部を備え、一方の側板部は、前記
固定カバーに形成され、他方の側板部は、前記可動カバーに形成され、前記固定カバーは
、前記一方の側板部に連続するとともに、前記障子の閉鎖状態で前記可動外面に対向して
位置する対向内面を有し、前記可動カバーは、前記他方の側板部に連続するとともに、前
記障子の閉鎖状態で前記固定内面に対向して位置する対向外面を有し、前記固定カバーの
固定内面は、前記第二回動軌跡の曲率よりも小さな曲率を有して形成され、前記対向内面
は、前記固定内面の曲率よりも大きな曲率を有して形成され、前記対向外面は、前記可動
外面の曲率よりも小さな曲率を有して形成されることが好ましい。
　このような構成によれば、一方の側板部を固定カバーに形成することで、ヒンジカバー
の一方の側部を覆うことができ、また、他方の側板部を可動カバーに形成することで、障
子の開閉移動が可能な状態を維持しつつヒンジカバーの他方の側部を覆うことができ、水
密性を向上できる。
　また、一方の側板部に連続する固定カバーの対向内面が、固定内面の曲率よりも大きな
曲率を有して形成されるため、一方の側板部側における固定カバーと可動カバーとの隙間
を狭めることができ、特に一方の側板部側における水密性を向上できる。
　さらに、他方の側板部に連続する可動カバーの対向外面が、可動外面の曲率よりも小さ
な曲率を有して形成されるため、他方の側板部側における固定カバーと可動カバーとの隙
間を狭めることができ、特に他方の側板部側における水密性を向上できる。
【００１０】
　本発明の回転窓では、前記固定カバーには、前記対向外面に向かって延出した延出側板
部が形成され、前記対向外面に対する前記延出側板部の対向面は、前記固定内面の曲率よ
りも大きな曲率を有して形成されることが好ましい。
　このような構成によれば、延出側板部の対向面が固定カバーの固定内面の曲率よりも大
きな曲率を有して形成されることで、ヒンジカバーの他方の側部における固定カバーと可
動カバーとの隙間を狭めることができ、水密性を向上できる。
【００１１】
　本発明の回転窓では、前記対向外面には、前記固定カバーの固定内面に向かって延出し
たリブが形成され、前記固定内面に対する前記リブの対向面は、前記対向外面の曲率より
も小さな曲率を有して形成されることが好ましい。
　このような構成によれば、リブが固定カバーの固定内面に向かって延出して形成される
ため、ヒンジカバーの他方の側部における固定カバーと可動カバーとの隙間を狭めること
ができ、水密性を向上できる。また、固定カバーに前述した延出側板部が形成されている
場合には、延出側板部とリブとによってラビリンス構造を形成でき、水密性をさらに向上
できる。
【００１２】
　本発明の回転窓では、前記障子は、前記ヒンジが取り付けられる框に沿って形成され、
当該ヒンジの室内側に位置する障子見付け片部を有し、前記窓枠は、前記障子の閉鎖状態
で前記障子見付け片部の室外面に当接する第一当接材を備えた第一見付け片部と、前記障
子の閉鎖状態で前記障子見付け片部の室内面に当接する第二当接材を備えた第二見付け片
部とを有した枠材を備え、前記窓枠には、固定当接部材が取り付けられ、前記障子見付け
片部には、回動当接部材が取り付けられ、前記固定当接部材は、前記第一当接材に連続し
て位置する室外部と、前記第二当接材に連続して位置する室内部と、前記室外部および前
記室内部を連結する連結部とを有して構成され、前記回動当接部材は、前記障子見付け片
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部を前記障子の見込み方向にまたいで位置し、前記障子の閉鎖状態で前記室外部から前記
連結部を経て前記室内部まで連続して当接するとともに、前記障子の開放移動によって回
動して前記室外部、前記連結部および前記室内部から離間して位置することが好ましい。
　このような構成によれば、第一見付け片部の第一当接材と、第二見付け片部の第二当接
材と、第一、第二当接材に連続する固定当接部材と、固定当接部材の室外部、室内部およ
び連結部に当接する回動当接部材とを連続させることができる。従って、既存の内倒し窓
、突出し窓の構造、形材を利用した場合に第一見付け片部および第二見付け片部の見込み
位置が異なる場合であっても、固定当接部材および回動当接部材によって第一、第二当接
材同士を連続させることができる。
　また、障子の開放移動において、障子見付け片部が第一、第二当接材から離間するとと
もに、回動当接部材が固定当接部材の室外部、室内部および連結部から離間するため、第
一、第二当接材や固定当接部材、回動当接部材から障子に摩擦抵抗が与えられることがな
く、障子の開放移動を円滑に行わせることができる。逆に、障子が閉鎖移動する際にも、
障子が閉鎖位置に至る直前までは、第一、第二当接材は障子見付け片部と離間しており、
回動当接部材は固定当接部材と離間しているので、障子の閉鎖移動を円滑に行わせること
ができる。
　このように、各当接材を連続させることができるとともに、障子の開閉移動を円滑に行
わせることができる。
【００１３】
　本発明の回転窓では、前記固定当接部材および前記回動当接部材のうちの少なくとも一
方は、弾性を有して構成され、前記連結部は、前記枠材の長手方向において前記ヒンジに
よる前記障子の軸支位置よりも前記第一見付け片部側に位置する固定当接内面を有し、前
記回動当接部材は、前記障子の閉鎖状態で前記固定当接内面に当接する回動当接外面を有
し、前記固定当接内面および前記回動当接外面は、前記障子の軸支位置よりも室内側の位
置を曲率中心としてそれぞれ湾曲形成され、前記回動当接外面の曲率中心は、前記固定当
接内面の曲率中心よりも室外側であって前記枠材の長手方向において前記第二見付け片部
側に位置し、前記回動当接外面は、前記固定当接内面の曲率半径と同等以上の曲率半径を
有して形成されることが好ましい。
　このような構成によれば、回動当接外面が、障子の軸支位置よりも室内側の位置を曲率
中心として湾曲形成されるため、回動当接外面が障子の軸支位置を中心とする回動当接外
面の回動軌跡よりも外側に位置することがなく、障子が閉鎖状態から開放移動した際には
、固定当接内面から離間移動する。従って、障子の軸支位置が回動当接外面の曲率中心よ
りも室外側で位置調整されても、障子の開放移動において回動当接外面が固定当接内面に
干渉することなく、障子の開放移動を円滑に行わせることができる。
　また、回動当接外面の曲率中心が固定当接内面の曲率中心よりも室外側であって枠材の
長手方向において第二見付け片部側に位置し、回動当接外面が固定当接内面の曲率半径よ
りも大きな曲率半径を有して形成されるため、障子の閉鎖移動において回動当接外面が固
定当接内面に接近し、押し当てられる。この押し当てにより、固定当接内面は回動当接外
面に密着するので、水密性や気密性を向上できる。
【００１４】
　本発明の回転窓では、前記室外部は、前記ヒンジの軸方向と平行な面であって前記窓枠
の見込み方向に延びて形成された見込み内面を有し、前記回動当接部材は、前記ヒンジの
軸方向と平行な面であって前記障子の見込み方向に延びて形成された見込み外面を有し、
前記見込み外面は、前記障子の閉鎖状態で前記障子見付け片部の長手方向において前記見
込み内面に向かい合って当接するとともに、前記障子の開放移動によって前記見込み内面
から離間して位置することが好ましい。
　このような構成によれば、障子の閉鎖状態において回動当接外面が固定当接内面に押し
当てられるのに加え、見込み外面が、障子の閉鎖状態で障子見付け片部の長手方向におい
て見込み内面に向かい合って当接するため、障子見付け片部の室外側における連続状態を
向上できる。
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【００１５】
　本発明の回転窓では、前記固定当接部材は、前記固定当接内面に連続しているとともに
、前記枠材の長手方向において前記障子の軸支位置よりも前記第二見付け片部側に延出し
て形成された延出内面を有し、前記回動当接部材は、前記回動当接外面に連続していると
ともに、前記障子見付け片部の長手方向において前記障子の軸支位置よりも前記第二見付
け片部側に延出して形成された延出外面を有し、前記延出外面は、前記障子の閉鎖状態で
前記障子の見込み方向において前記延出内面に向かい合って当接するとともに、前記障子
の開放移動によって前記延出内面から離間して位置することが好ましい。
　このような構成によれば、障子の閉鎖状態において回動当接外面が固定当接内面に押し
当てられるのに加え、延出外面が障子の見込み方向において延出内面に向かい合って当接
するため、障子見付け片部の室内側における連続状態を向上できる。また、延出外面は、
回動当接外面に連続しているとともに、障子見付け片部の長手方向において障子の軸支位
置よりも第二見付け片部側に延出して形成されるので、障子の開閉移動において固定当接
内面と向かい合って配置されることがないうえ、障子の開放移動によって延出内面から離
間するので、延出外面が固定当接内面などに干渉することがなく、障子の開閉移動を円滑
に行わせることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、水密性を向上できるとともに、部品の低寿命化を抑制できるヒンジカ
バーを備えた回転窓を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１実施形態に係る回転窓を示す外観姿図。
【図２】第１実施形態に係る回転窓を示す内観姿図。
【図３】第１実施形態に係る回転窓を示す縦断面図。
【図４】図１のＩＶ－ＩＶ線に沿った横断面図。
【図５】図１のＶ－Ｖ線に沿った横断面図。
【図６】第１実施形態に係る回転窓の要部の室外側を示す斜視図。
【図７】第１実施形態に係る回転窓の要部の室内側を示す斜視図。
【図８】第１実施形態に係る回転窓の要部の内部構造を示す斜視図。
【図９】第１実施形態に係る回転窓の固定カバーおよび可動カバーを示す斜視図。
【図１０】第１実施形態に係る回転窓の固定カバーおよび可動カバーの位置関係を示す説
明図。
【図１１】第１実施形態に係る回転窓の水密固定部材および水密回動部材を示す斜視図。
【図１２】第１実施形態に係る回転窓の水密固定部材および水密回動部材の位置関係を示
す説明図。
【図１３】第１実施形態に係る回転窓の水密固定内面および水密回動外面の曲率中心の位
置関係を示す座標図。
【図１４】第１実施形態に係る回転窓の要部の閉鎖状態を示す縦断面図。
【図１５】第１実施形態に係る回転窓の要部の動作を説明するための縦断面図。
【図１６】第１実施形態に係る回転窓の要部の開放状態を示す縦断面図。
【図１７】本発明の第２実施形態に係る回転窓を示す横断面図。
【図１８】第２実施形態に係る回転窓の要部の閉鎖状態を示す縦断面図。
【図１９】第２実施形態に係る回転窓の要部の動作を説明するための縦断面図。
【図２０】第２実施形態に係る回転窓の要部の開放状態を示す縦断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
［第１実施形態の構成］
　以下、本発明の第１実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１～５において、第１実施形態は、２つの回転窓である横軸回転窓２を左右に配置し
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て構成される連窓１である。
　連窓１は、左右の縦枠３，４と、縦枠３，４の上端間および下端間を連結する上枠５、
下枠６と、図１における連窓１の左右方向の中間位置で上枠５、下枠６間に配置された方
立７とを備える。左右の縦枠３，４、上枠５、下枠６および方立７は、アルミ押出形材に
よってそれぞれ形成されている。
　従って、室外側から見て左側の縦枠３と、上枠５および下枠６と、方立（縦枠）７とで
、左側の横軸回転窓２の窓枠１０が構成される。また、室外側から見て右側の縦枠４と、
上枠５および下枠６と、方立（縦枠）７とで、右側の横軸回転窓２の窓枠１０が構成され
る。図４に示すように、各窓枠１０には、横軸回転窓２の障子２０，２０がヒンジ３０（
３０Ａ，３０Ｂ）を介して回転自在に軸支され、ヒンジ３０よりも室外側の位置にはヒン
ジカバー４０（４０Ａ，４０Ｂ）が配置され、ヒンジ３０よりも室内側の位置には水密装
置７０（７０Ａ，７０Ｂ）が配置されている。
【００１９】
　縦枠３は、図４～８に示すように、上枠５から下枠６まで延びた縦材３Ａと、縦材３Ａ
の上部に取り付けられた上縦材３Ｂと、縦材３Ａの下部に取り付けられた下縦材３Ｃとを
備えて構成されている。上縦材３Ｂおよび下縦材３Ｃは、縦材３Ａよりも縦框２１側に配
置されている。上縦材３Ｂおよび下縦材３Ｃ間には隙間が形成されている。
　上縦材３Ｂは、見込み片部３０１と、上側室外見付け片部３０２と、上側室内見付け片
部３０３（第一見付け片部）とを有している。上側室外見付け片部３０２の先端には、水
密材１１が装着されている。上側室内見付け片部３０３の室内面には、係合部３０３Ａが
形成されており、この係合部３０３Ａには、第一当接材であって水密性能および気密性能
を備える第一気密材１２Ａが係合している。
　下縦材３Ｃは、見込み片部３０４と、下側室内見付け片部３０５（第二見付け片部）と
を有している。下側室内見付け片部３０５の室外面には、係合部３０５Ａが形成されてお
り、この係合部３０５Ａには、第二当接材であって水密性能および気密性能を備える第二
気密材１２Ｂが係合している。下側室内見付け片部３０５の上端部のうち見込み片部３０
４側に位置する部分はさらに上方に延びて形成されている（図８参照）。
下側室内見付け片部３０５は、上側室内見付け片部３０３よりも室内側に位置している。
　なお、縦枠４は、縦枠３を左右反転させた構成となっており、方立７は、その本体の見
付け方向両側に上縦材３Ｂ、下縦材３Ｃが取り付けられて構成されている。また、縦枠３
，４および方立７には、図３に二点鎖線で示す障子２０の開放状態で当該障子２０を支え
る戸当り材（図示省略）が取り付けられている。
【００２０】
　上枠５は、その室外部分に水密材１１が装着され、その室内部分に気密材１２が装着さ
れている。下枠６の室内部分には、気密材１２が装着されている。上枠５に装着された気
密材１２は、上側室内見付け片部３０３に装着された第一気密材１２Ａと連続して配置さ
れている。下枠６に装着された気密材１２は、下側室内見付け片部３０５に装着された第
二気密材１２Ｂと連続して配置されている。上枠５および下枠６にそれぞれ装着された気
密材１２は、障子２０の閉鎖状態で後述する上框２３および下框２４にそれぞれ当接する
。
【００２１】
　各障子２０は、開放時に下端側が室外側に移動し、上端側が室内側に移動するように構
成されている。各障子２０は、同一構造の障子であり、アルミ押出形材によって形成され
た左右の縦框２１，２２と、上框２３、下框２４を枠組みし、その内部に面材である単板
ガラス２５を組み込んで構成されている。
　各縦框２１は、見込み片部２１１と、面材受け片部２１２と、押縁２１３と、下側室外
見付け片２１４と、室内側見付け片部２１５（障子見付け片部）とを有している。
　面材受け片部２１２は、単板ガラス２５の室外面を受けており、押縁２１３は、単板ガ
ラス２５の室内面を支えている。下側室外見付け片２１４は、見込み片部２１１に取り付
けられており、下側室外見付け片２１４および室内側見付け片部２１５は、見込み片部２
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１１から縦枠３側に延出している。室内側見付け片部２１５は、ヒンジ３０よりも室内側
に位置している。下側室外見付け片２１４の先端には水密材１１が装着されている。室内
側見付け片部２１５は、縦框２１の上端から下端まで延びて形成されている。
　なお、各縦框２２は、縦框２１と左右反転させた構成となっている。
【００２２】
　上側室外見付け片部３０２および下側室外見付け片２１４間には、ヒンジ３０の一部を
配置可能な隙間が形成されている。見込み片部２１１には、障子２０の閉鎖状態で上側室
外見付け片部３０２に装着された水密材１１が当接する水密材受けが形成されている。見
込み片部３０１には、障子２０の閉鎖状態で下側室外見付け片２１４に装着された水密材
１１が当接する水密材受けが形成されている。
【００２３】
　障子２０の閉鎖状態では、上側室内見付け片部３０３は、室内側見付け片部２１５の上
部室外側に沿って位置し、下側室内見付け片部３０５は、室内側見付け片部２１５の下部
室内側に沿って位置する。そして、第一気密材１２Ａは、室内側見付け片部２１５の室外
面に当接し、第二気密材１２Ｂは、室内側見付け片部２１５の室内面に当接した状態とな
る。
　上側室外見付け片部３０２および下側室外見付け片２１４間の隙間（室外側の隙間）に
は、ヒンジカバー４０が設置される。また、上側室内見付け片部３０３および下側室内見
付け片部３０５間の隙間（室内側の隙間）には、水密装置７０が設置される。
【００２４】
　ヒンジ３０（３０Ａ，３０Ｂ）は、障子２０の左右にそれぞれ配置されている。すなわ
ち、図４に示すように、縦枠３と縦框２１との間、縦框２２と方立７との間、方立７と縦
框２１との間、縦框２２と縦枠４との間にそれぞれ配置される。これらのヒンジ３０の室
外側は、ヒンジカバー４０によって覆われ、室内側は水密装置７０によって覆われている
。
　縦枠３および縦框２１間と方立７および縦框２１間とにそれぞれ配置されたヒンジ３０
Ａの構成は同一である。縦框２２および方立７間と縦框２２および縦枠４間とにそれぞれ
配置されたヒンジ３０Ｂの構成は同一であるとともに、ヒンジ３０Ａを左右反転させた構
成となっている。このため、以下、縦枠３および縦框２１間に配置されるヒンジ３０Ａに
ついて主に説明する。
【００２５】
　ヒンジ３０Ａは、軸部材３１と、軸部材３１に回動自在に連結される軸受部材３５とを
有している。
　そして、軸部材３１は、窓枠１０または障子２０の一方に取り付けられ、軸受部材３５
は他方に取り付けられる。本実施形態においては、軸部材３１が縦枠３に取り付けられ、
軸受部材３５が縦框２１の見込み片部２１１に取り付けられている。
【００２６】
　軸部材３１は、図１４に示す複数のビス１３によって上縦材３Ｂの見込み片部３０１に
ビス止めされる取付部３２と、取付部３２の下端が円板状に膨出して形成された軸補強部
３３と、軸補強部３３の中心に設けられた水平な回転軸３４とを有して構成されている。
【００２７】
　軸受部材３５は、複数のビス１３によって縦框２１の見込み片部２１１にビス止めされ
る取付部３６と、取付部３６の上端が円環状に膨出して形成された軸受部３７とを有して
構成されている。軸受部３７の孔には、回転軸３４が回動自在に挿入されている。
【００２８】
　このヒンジ３０Ａによる障子２０の見込み方向における軸支位置は、取付部３２，３６
の縦枠３、縦框２１に対するネジ止め位置の調整によって所定位置に設定可能である。つ
まり、障子２０の軸支位置は、図１０に示すように、室外側寄りの第一軸支位置１５から
室内側寄りの第二軸支位置１６までの距離Ｌの範囲で設定可能である。第一軸支位置１５
は、縦框２１の室外面に近接した位置に設定され、第二軸支位置１６は第一軸支位置１５
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よりも室内側に離間した位置に設定されている。第一軸支位置１５は、障子２０の重心位
置が室外側寄りの重心位置１７となる場合に対応して当該重心位置１７よりも室外側に設
定された軸支位置であり、第二軸支位置１６は、障子２０の重心位置が室内側寄りの重心
位置１８となる場合に対応して当該重心位置１８よりも室外側に設定された軸支位置であ
る。
　ここで、障子２０の重心位置１７，１８は、障子２０の高さ方向の中心位置に設定され
ている。障子２０の重量の大半は、面材の重量であるため、面材の高さ方向の中心位置が
、障子２０の高さ方向の重心位置１７，１８に一致する。また、各軸支位置１５，１６の
高さ方向の位置は重心位置１７，１８と同じである。
【００２９】
　本実施形態の障子２０は、単板ガラス２５が各框２１～２４によって室外側寄りに配置
されているため、その重心位置は室外側寄りの重心位置１７となっている。
　この重心位置１７に対応して、各ヒンジ３０は、見込み片部３０１，２１１に対して室
外側寄りの位置にネジ止めされ、ヒンジ３０Ａによる障子２０の軸支位置が重心位置１７
よりも室外側の第一軸支位置１５に設定されている。この場合、軸補強部３３および軸受
部３７の一部は、上側室外見付け片部３０２および下側室外見付け片２１４との隙間から
室外側に突出して位置する。
【００３０】
　障子２０の軸支位置１５が重心位置１７に対して室外側の位置に設定されることで、障
子２０には、その自重に基づき、上端側が室内側に移動する方向の回転モーメントが発生
し、障子２０は図３に実線で示す閉鎖位置から二点鎖線で示す開放位置に向かって自然に
開放移動する。
　また、開放状態にある障子２０に風圧が加わり、その風圧によって障子２０を閉鎖方向
に回転する回転モーメントが、前述した障子２０の自重に基づいて障子２０を開放方向に
回転する回転モーメントよりも大きくなった場合には、障子２０は閉鎖位置から開放位置
に向かって閉鎖移動する。
【００３１】
　ヒンジカバー４０（４０Ａ，４０Ｂ）は、図１，４に示すように、各ヒンジ３０の室外
側にそれぞれ配置されている。各ヒンジカバー４０Ａは、各ヒンジ３０Ａの室外側に設置
されており、各ヒンジカバー４０Ｂは、各ヒンジ３０Ｂの室外側に設置されている。
　各ヒンジカバー４０Ａの構成は同一である。各ヒンジカバー４０Ｂの構成は同一である
とともに、ヒンジカバー４０Ａを左右反転させた構成となっている。このため、以下、縦
枠３および縦框２１間に配置されるヒンジ３０Ａの室外側を覆うヒンジカバー４０Ａにつ
いて主に説明する。
【００３２】
　ヒンジカバー４０Ａは、図６に示すように、縦枠３に取り付けられた樹脂製の固定カバ
ー５０と、縦框２１に取り付けられた樹脂製の可動カバー６０とを備えて構成されている
。
【００３３】
　固定カバー５０は、図９に示すように、本体部５１と、側面視において略半鶏卵状の側
板部５２と、取付部５３とを有して構成されている。
　本体部５１は、室外側に向かって凸状に湾曲した略円弧状の外面５１１および内面５１
２（固定内面）を有している。本体部５１の縦框２２側の側部には、内面５１２から室内
側に延出した略円弧状の延出側板部５１３が形成されている。本体部５１の縦枠３側の側
部には、側板部５２が連続して形成されている。また、本体部５１の縦枠３側の下部には
、当該下部から下方に延出し、側板部５２および可動カバー６０間の隙間を室外側から覆
って位置する略円弧状の延出縁部５２４が形成されている。延出縁部５２４は側板部５２
に連続して形成されている。
　側板部５２の下端には、当該側板部５２と可動カバー６０の後述する覆い部６１３との
隙間を塞ぐ塞ぎ部５２１が形成されている。
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　取付部５３は、本体部５１の上部に連続して形成されており、ビス１３によって縦枠３
の上側室外見付け片部３０２にビス止めされている。
【００３４】
　可動カバー６０は、図９に示すように、本体部６１と、側面視において略半鶏卵状の側
板部６２と、取付部６３とを有して構成されている。
　本体部６１は、室外側に向かって凸状に湾曲した略円弧状の外面６１１（可動外面）お
よび内面６１２を有している。本体部６１の下部には、平板状の覆い部６１３が形成され
ている。本体部６１の縦框２２側の側部には、側板部６２が連続して形成されている。ま
た、本体部６１の側板部６２側の上部には、当該上部から上方に延出した略円弧状の延出
縁部６２４が形成されている。延出縁部６２４は側板部６２に連続して形成されている。
延出縁部６２４には、固定カバー５０の内面５１２に向かって延出するリブ６２５が延出
縁部６２４に沿って形成されている。
　取付部６３は、本体部６１の側板部５２側の上部および下部にそれぞれ形成されている
。各取付部６３は、ビス１３によって縦框２１の見込み片部２１１にビス止めされている
。
【００３５】
　図１４に示す障子２０の閉鎖状態では、固定カバー５０と可動カバー６０との位置関係
は次の通りとなる。固定カバー５０の本体部５１は、縦枠３の上側室外見付け片部３０２
と縦框２１の下側室外見付け片２１４との隙間の上側を覆って位置し、可動カバー６０の
本体部６１は、前述した隙間の下側を覆って位置する。本体部６１の上部は、固定カバー
５０の本体部５１の下部と見込み方向に重なって位置する。
　固定カバー５０の延出側板部５１３は、可動カバー６０の延出縁部６２４に若干の隙間
を隔てて対向して位置する。固定カバー５０の延出縁部５２４は、固定カバー５０の側板
部５２と可動カバー６０の本体部６１との隙間を室外側から覆って位置する。固定カバー
５０の塞ぎ部５２１は、可動カバー６０の覆い部６１３に対して室内側に位置する。
　可動カバー６０のリブ６２５は、固定カバー５０の内面５１２に若干の隙間を隔てて対
向して位置する。ヒンジカバー４０Ａの側板部６２側には、前述した延出側板部５１３と
リブ６２５とによっていわゆるラビリンス構造が形成されている。
【００３６】
　ここで、固定カバー５０の内面５１２（固定内面）および可動カバー６０の外面６１１
（可動外面）に関し、図１０を参照して説明する。
　図１０に示す第一回動軌跡６６は、障子２０の閉鎖状態で第一軸支位置１５から最も離
間して位置する外面６１１上の離間点６５に対する当該第一軸支位置１５を中心とする回
動軌跡である。また、図１０に示す第二回動軌跡６７は、離間点６５の第二軸支位置１６
を中心とする回動軌跡である。
【００３７】
　本実施形態では、外面６１１は、第一軸支位置１５を中心とする曲率半径１５１をもっ
て円弧状に形成され、第一回動軌跡６６の曲率と同じ一定の曲率とされている。このため
、可動カバー６０が第一軸支位置１５を中心として回動する場合には、外面６１１全体が
第一回動軌跡６６に沿って回動する。また、可動カバー６０が第二軸支位置１６を中心と
して回動する場合には、外面６１１が第二回動軌跡６７から室外側（内面５１２側）に突
出して位置することなく回動する。
【００３８】
　また、本実施形態では、内面５１２は、第二軸支位置１６を中心とする曲率半径１６１
をもって円弧状に形成され、第二回動軌跡６７の曲率よりも小さな一定の曲率とされてい
る。このため、内面５１２は、第二回動軌跡６７の室外側に沿って位置している。
【００３９】
　このように、可動カバー６０の外面６１１の回動軌跡が、第二回動軌跡６７よりも室外
側に突出して位置することがなく、他方、固定カバー５０の内面５１２が第二回動軌跡６
７の室外側に位置しているため、障子２０の軸支位置が第一軸支位置１５から第二軸支位
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置１６の範囲のいずれの位置に設定されても、可動カバー６０の外面６１１が固定カバー
５０の内面５１２に干渉することがない。従って、ヒンジカバー４０によって障子２０に
摩擦抵抗などが加わることがなく、円滑に開閉移動可能な状態が維持されている。
【００４０】
　固定カバー５０の内面５１２に対向する延出縁部６２４の対向外面６２４Ａは、可動カ
バー６０の外面６１１の曲率よりも小さな曲率であって第二回動軌跡６７の曲率と同じ曲
率を有している。つまり、対向外面６２４Ａは、第二回動軌跡６７に沿って形成されてい
る。このため、対向外面６２４Ａが外面６１１と同じ曲率とされる場合と比べ、対向外面
６２４Ａと固定カバー５０の内面５１２との隙間が、より狭められている。
　さらに、固定カバー５０の内面５１２に対向するリブ６２５の対向面６２５Ａは、対向
外面６２４Ａの曲率よりも小さな曲率を有して形成されている。このため、対向面６２５
Ａは、対向外面６２４Ａよりも固定カバー５０の内面５１２に近接して位置し、固定カバ
ー５０と可動カバー６０との隙間をさらに狭めている。
　また、延出縁部６２４の対向外面６２４Ａに対向する延出側板部５１３の対向面５１３
Ａは、固定カバー５０の内面５１２よりも大きな曲率を有して形成される。このため、対
向面５１３Ａが内面５１２と同じ曲率とされる場合と比べ、対向面５１３Ａとは、内面５
１２よりも対向外面６２４Ａに近接して位置し、固定カバー５０と可動カバー６０との隙
間をさらに狭めている。
　さらに、可動カバー６０の外面６１１に対向する延出縁部５２４の対向内面５２４Ａは
、固定カバー５０の内面５１２よりも大きな曲率を有して形成されている。このため、対
向内面５２４Ａが内面５１２の曲率と同じ曲率とされる場合と比べ、対向内面５２４Ａと
可動カバー６０の外面６１１との隙間が、より狭められている。
【００４１】
　水密装置７０（７０Ａ，７０Ｂ）は、図２，４に示すように、各ヒンジ３０の室内側に
それぞれ配置されている。各水密装置７０Ａは、各ヒンジ３０Ａの室内側に設置されてお
り、各水密装置７０Ｂは、各ヒンジ３０Ｂの室内側に設置されている。
　各水密装置７０Ａの構成は同一である。各水密装置７０Ｂの構成は同一であるとともに
、水密装置７０Ａを左右反転させた構成となっている。このため、以下、縦枠３および縦
框２１間に配置されるヒンジ３０Ａの室内側を覆う水密装置７０Ａについて主に説明する
。
【００４２】
　水密装置７０Ａは、図７，８に示すように、縦枠３に取り付けられる固定当接部材であ
る水密固定部材７１（水密パッキン）と、縦框２１に取り付けられる回動当接部材である
水密回動部材８１とによって構成されている。本実施形態では、水密固定部材７１はゴム
製であるのに対し、水密回動部材８１は樹脂製である。このため、障子２０の閉鎖状態で
水密回動部材８１が水密固定部材７１に押し当てられる場合には、水密固定部材７１に弾
性変形が生じる。
【００４３】
　水密固定部材７１は、図１１に示すように、固定室外部７２（室外部）と、固定連結部
７３（連結部）と、固定室内部７４（室内部）と、差込み片部７５とを有して構成されて
いる。
　固定室外部７２および固定室内部７４は、固定連結部７３によって連結されているとと
もに、固定連結部７３から側方（障子２０側）に延出してそれぞれ形成されている。差込
み片部７５は、固定連結部７３の上部から固定室外部７２および固定室内部７４とは反対
側に延出して形成されている。
【００４４】
　固定室外部７２は、上側室内見付け片部３０３に当接する当接面７２１と、第一気密材
１２Ａの端面（下端面）に当接する当接面７２２と、上側室内見付け片部３０３の係合部
３０３Ａに係合する被係合部７２３と、ヒンジ３０の軸方向と平行な面であって縦枠３の
見込み方向に延びて形成された見込み内面７２４と、室内側見付け片部２１５の室外面に
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当接する当接室内面７２５とを有している。当接面７２２は、当接面７２１よりも上方に
位置しており、当接面７２１，７２２間に被係合部７２３が形成されている。見込み内面
７２４は、固定室外部７２の下面によって形成されている。
　この固定室外部７２は、図１４に示すように、第一気密材１２Ａの下端が当接し、第一
気密材１２Ａに連続して位置している。
【００４５】
　固定連結部７３は、縦枠３の長手方向に沿って延びて形成されており、その室外部分に
は固定当接内面である水密固定内面７３１が一定の曲率をもって円弧状に湾曲形成されて
いる。水密固定内面７３１は、障子２０の見込み方向に延びて第一軸支位置１５および第
二軸支位置１６を通る仮想線１９（図１２参照）よりも上方であって第二軸支位置１６よ
りも室内側に位置している。
【００４６】
　固定室内部７４は、固定室外部７２に対して室内側に位置しており、下側室内見付け片
部３０５が差し込まれるスリット７４１と、第二気密材１２Ｂの端面（下端面）に当接す
る当接面７４２と、室内側見付け片部２１５の室内面に当接する当接室外面７４３とを有
している。
　スリット７４１は、固定室内部７４の下部から固定連結部７３の側部まで延びて形成さ
れている。当接面７４２は、固定室内部７４の下面によって形成されている。
　この固定室内部７４は、図１４に示すように、第二気密材１２Ｂの上端が当接し、第二
気密材１２Ｂに連続して位置している。
【００４７】
　差込み片部７５は、平面視略矩形状であり、上縦材３Ｂの見込み片部３０１および下縦
材３Ｃの見込み片部３０４間の上下方向における隙間幅寸法と同じ厚さ寸法を有して形成
されている。
【００４８】
　固定連結部７３および固定室内部７４には、水密固定内面７３１の下縁部から下方に延
出した延出内面７１１が連続して形成されている。
　固定室外部７２、固定連結部７３および固定室内部７４によって室外側からみてコ字状
のコ字状部が構成されている。固定室外部７２および固定室内部７４間には、図７に示す
ように室内側見付け片部２１５が配置される。
　見込み内面７２４、水密固定内面７３１および延出内面７１１は、ヒンジ３０の軸方向
と平行な面として形成されている。
【００４９】
　この水密固定部材７１は、差込み片部７５を見込み片部３０１，３０４間の隙間に差し
込み、被係合部７２３を上側室内見付け片部３０３の係合部３０３Ａに係合し、そして、
スリット７４１に下側室内見付け片部３０５を差し込むことによって縦枠３に取り付けら
れる。この取付状態では、水密固定内面７３１は、障子２０の見込み方向に延びて障子２
０の軸支位置１５，１６を通る仮想線１９よりも上方に位置し、延出内面７１１は、仮想
線１９よりも下方に位置する。
【００５０】
　水密回動部材８１は、図１１に示すように、回動室外部８２と、回動連結部８３と、回
動室内部８４とを有して構成されている。
　回動室外部８２および回動室内部８４は、回動連結部８３によって連結されているとと
もに、回動連結部８３から側方（障子２０側）にそれぞれ延出して形成されている。
【００５１】
　回動室外部８２は、ヒンジ３０の軸方向と平行な面であって障子２０の見込み方向に延
びて形成された見込み外面８２１と、室内側見付け片部２１５の室外面に当接する当接室
内面８２２とを有している。当接室内面８２２の上縁には、見込み外面８２１が連続して
いる。見込み外面８２１は、当接室内面８２２から室外側に延びて形成されている。
【００５２】
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　回動連結部８３は、その室内部分に一定の曲率をもって円弧状に湾曲形成された回動当
接外面である水密回動外面８３１と、室内側見付け片部２１５の側縁に当接する当接側面
８３２とを有している。当接側面８３２の室内側の縁部には、水密回動外面８３１が連続
している。水密回動外面８３１は、障子２０の閉鎖状態では、障子２０の見込み方向に延
びて図１２に示す仮想線１９よりも上方であって第二軸支位置１６よりも室内側に位置し
ている。
【００５３】
　回動室内部８４は、室内側見付け片部２１５の室内面に当接する当接室外面８４１を有
している。また、回動室内部８４には、水密回動外面８３１から連続して下方に延出した
延出外面８４２が形成されている。さらに、回動室内部８４には、ビス孔８４３が形成さ
れている。このビス孔８４３にビス８５が挿通して室内側見付け片部２１５に螺合するこ
とによって、水密回動部材８１は室内側見付け片部２１５に取り付けられる。この取付状
態では、室内側見付け片部２１５に対し、回動室外部８２は室外側に配置され、回動室内
部８４は室内側に配置される。これにより、水密回動部材８１は、室内側見付け片部２１
５を障子２０の見込み方向にまたいで位置する。
【００５４】
　見込み外面８２１、水密回動外面８３１および延出外面８４２は、ヒンジ３０の軸方向
と平行な面として形成されている。
【００５５】
　図１２に示すように、水密固定内面７３１は、第一軸支位置１５および第二軸支位置１
６よりも上方側（上側室内見付け片部３０３側）に位置し、延出内面７１１は第一軸支位
置１５および第二軸支位置１６よりも下方側（下側室内見付け片部３０５側）に位置して
いる。
　図１２に一点鎖線で示す水密固定内面７３１の曲率半径７３２は、水密回動外面８３１
の曲率半径８３３よりも小さく設定されている。ここで、図１２に一点鎖線で示す水密固
定内面７３１は、水密回動外面８３１が押し当てられていない状態であり、図１２に実線
で示す水密固定内面７３１は、水密回動外面８３１が押し当てられ、当該水密回動外面８
３１に沿って弾性変形した状態である。
【００５６】
　水密固定内面７３１の曲率中心７３３は、第一軸支位置１５および第二軸支位置１６の
高さ位置と同じ高さ位置とされ、第二軸支位置１６よりも見込み方向において室内側の位
置に設定されている。
　水密回動外面８３１の曲率中心８３４は、第二軸支位置１６よりも室内側の位置に設定
されているが、曲率中心７３３と異なる位置に設定されている。すなわち、曲率中心８３
４は、曲率中心７３３に対して、室外側であって下方（下側室内見付け片部３０５側）の
位置に設定されている。図１３に示すＸ－Ｙ座標系において、曲率中心７３３を原点とし
た場合（曲率中心７３３（０，０））、曲率中心８３４のＸ座標値は「－０．５」に設定
され、Ｙ座標値は「－０．２５」に設定される（曲率中心８３４（－０．５，－０．２５
））。なお、図１３において、Ｘ座標における正の方向は室内側に向かう方向であり、負
の方向は室外側に向かう方向である。また、Ｙ座標における正の方向は上方向であり、負
の方向は下方向である。
【００５７】
　図１２では、水密回動外面８３１の第一軸支位置１５を中心とする第三回動軌跡８６と
、水密回動外面８３１の第二軸支位置１６を中心とする第四回動軌跡８７とを示す。
　水密回動外面８３１は、曲率中心８３４が第一軸支位置１５および第二軸支位置１６よ
りも室内側に位置しているので、第一軸支位置１５を中心として回動しても、第三回動軌
跡８６から突出して位置することがない。また、水密回動外面８３１が第二軸支位置１６
を中心として回動する場合を想定しても、第四回動軌跡８７から突出して位置することが
ない。従って、障子２０の軸支位置が第一軸支位置１５から第二軸支位置１６までの距離
Ｌの範囲で設定される場合には、障子２０の開放移動において水密回動外面８３１は、第
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三回動軌跡８６および第四回動軌跡８７よりも室内側に位置する延出内面７１１に干渉す
ることなく回動する。
【００５８】
　見込み外面８２１は、障子２０の閉鎖状態では、上下方向において見込み内面７２４と
向かい合って当接する。また、延出外面８４２は、第三回動軌跡８６および第四回動軌跡
８７から外側に突出して位置しており、障子２０の閉鎖状態では、障子２０の見込み方向
において延出内面７１１と向かい合って当接して押し当てられる。
【００５９】
　前述した水密装置７０と、各枠３～６、方立７に装着された各気密材１２（１２Ａ，１
２Ｂ）とによって水密構造が構成され、各障子２０の閉鎖状態で各横軸回転窓２の室内部
分に四方連続する水密ラインが形成される。
【００６０】
［第１実施形態の動作］
　以下、第１実施形態に係る連窓１の開閉動作について説明する。
　連窓１には、図示しないロック機構が設けられており、このロック機構によって各障子
２０は閉鎖位置で係止されている。
　各障子２０が閉鎖位置にある際、各ヒンジカバー４０は、図１４に示すヒンジカバー４
０Ａのように、固定カバー５０および可動カバー６０によってヒンジ３０Ａの室外側を覆
っている。
　また、各水密装置７０は、図１４に示す水密装置７０Ａのように、水密固定部材７１お
よび水密回動部材８１によってヒンジ３０Ａの室内側を覆っている。
　さらに、水密回動部材８１の見込み外面８２１、水密回動外面８３１および延出外面８
４２は、水密固定部材７１の見込み内面７２４、水密固定内面７３１および延出内面７１
１に当接しており、上側室内見付け片部３０３側の第一気密材１２Ａと下側室内見付け片
部３０５側の第二気密材１２Ｂとを連続させて水密ラインを形成している。
【００６１】
　ロック機構の解除によって各障子２０の開放移動を可能な状態にした場合、各障子２０
の軸支位置１５が重心位置１７よりも室外側にあるため、各障子２０がその自重に基づい
て自然に開放方向に回転する。この回転により、障子２０は、図１５に示す中間開放位置
を経て、図１６に示す開放位置（全開位置）まで開放移動する。各障子２０が開放位置に
配置される際、各障子２０は図示しない戸当り材によって支えられる。これにより、各障
子２０には、開放位置からさらに開放方向に向かう回転が生じなくなる。
【００６２】
　障子２０が開放方向に回転する際、可動カバー６０は障子２０とともに軸支位置１５を
中心として開放方向に回動する。この開放方向の回動においては、可動カバー６０の延出
縁部６２４およびリブ６２５は、図１５，１６に示すように、固定カバー５０の内面５１
２から室内側に離間する。また、この可動カバー６０の開放方向の回動においては、可動
カバー６０の外面６１１は、第一回動軌跡６６に沿って回動する。これにより、可動カバ
ー６０の各面６１１，６２４Ａ，６２５Ａは、固定カバー５０の各面５１２，５１３Ａ，
５２４Ａに干渉することなく開放方向に回動する。各障子２０の開放状態では、可動カバ
ー６０の外面６１１は、固定カバー５０の内面５１２に対して非当接状態で室内側に重な
り配置される。
【００６３】
　また、障子２０が開放方向に回転する際、水密回動部材８１は障子２０とともに軸支位
置１５を中心として開放方向に回動する。この開放方向の回動においては、水密回動外面
８３１は第三回動軌跡８６に沿って開放方向に回動する。これにより、水密回動部材８１
の見込み外面８２１、水密回動外面８３１および延出外面８４２は、図１５，１６に示す
ように、水密固定部材７１の見込み内面７２４、水密固定内面７３１および延出内面７１
１から室外側に離間する。従って、水密回動部材８１は、水密固定部材７１に干渉するこ
となく開放方向に回動する。
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【００６４】
　次に、各障子２０に風圧が加わり、障子２０の開放位置から閉鎖位置に向かって閉鎖方
向に回転すると、可動カバー６０は障子２０とともに軸支位置１５を中心として閉鎖方向
に回動する。この閉鎖方向の回動においては、可動カバー６０の外面６１１は、第一回動
軌跡６６に沿って回動する。このため、外面６１１は、固定カバー５０に接近しながら図
１４に示す閉鎖位置まで回動する。可動カバー６０の延出縁部６２４およびリブ６２５も
また、固定カバー５０の内面５１２に接近しながら閉鎖位置まで回動する。
【００６５】
　また、障子２０が閉鎖方向に回転する際、水密回動部材８１は障子２０とともに軸支位
置１５を中心として閉鎖方向に回動する。この閉鎖方向の回動においては、水密回動外面
８３１は第三回動軌跡８６に沿って閉鎖方向に回動する。これにより、水密回動部材８１
の見込み外面８２１、水密回動外面８３１および延出外面８４２は、水密固定部材７１の
見込み内面７２４、水密固定内面７３１および延出内面７１１に接近して当接し、押し当
てられながら図１４に示す閉鎖位置まで回動する。見込み外面８２１、水密回動外面８３
１および延出外面８４２が、見込み内面７２４、水密固定内面７３１および延出内面７１
１に押し当られることで、弾性を有する水密固定部材７１は弾性変形を生じ、見込み外面
８２１、水密回動外面８３１および延出外面８４２と見込み内面７２４、水密固定内面７
３１および延出内面７１１とが密着した状態となる。このため、高い水密、気密性能を発
揮する。
【００６６】
　このように連窓１は開閉動作する。この際、各ヒンジカバー４０は、各障子２０の閉鎖
状態では各ヒンジ３０の室外側を覆って水密性能などを発揮し、また、障子２０の開閉移
動では可動カバー６０が固定カバー５０に干渉することがないので、各障子２０の動作を
妨げることなく円滑な開閉移動を行わせられる。他方、各水密装置７０は、各障子２０の
閉鎖状態では各ヒンジ３０の室内側で水密ラインを形成し、また、障子２０の開閉移動で
は水密回動部材８１が水密固定部材７１に干渉することがないので、各障子２０の動作を
妨げることなく円滑な開閉移動を行わせられる。
【００６７】
［第１実施形態の効果］
（１）各ヒンジカバー４０が、窓枠１０に取り付けられる各固定カバー５０と、各障子２
０に取り付けられる各可動カバー６０との２部材によって構成されるため、窓枠１０と障
子２０との連結部分である各ヒンジ３０の室外側を覆うことができる。従って、ヒンジ３
０の一部を配置可能に形成される上側室外見付け片部３０２および下側室外見付け片２１
４間の隙間からの水の浸入などを抑えて水密性を向上でき、また、各ヒンジ３０が外気や
雨水に晒され、埃などが付着することによる低寿命化を抑制できる。
　また、各可動カバー６０の外面６１１は、各障子２０の開閉移動によって各ヒンジ３０
による障子２０の軸支位置１５を中心として回動し、障子２０の開放状態において各固定
カバー５０の内面５１２に対して非当接状態で室内側に重なり配置されるため、障子２０
の開閉移動において回動する外面６１１が内面５１２に干渉することがない。従って、ヒ
ンジカバー４０から障子２０に対して摩擦抵抗などを加えることなく、障子２０の開閉移
動を円滑に行わせることができる。
（２）可動カバー６０の外面６１１は、障子２０の閉鎖状態で第一軸支位置１５から最も
離間して位置する離間点６５の当該第一軸支位置１５を中心とする第一回動軌跡６６の曲
率と同じ曲率を有して形成されるため、回動する外面６１１は、第一回動軌跡６６の室外
側に突出して位置することがなく、また、離間点６５の第二軸支位置１６を中心とする第
二回動軌跡６７の室外側に突出して位置することもない。他方、固定カバー５０の内面５
１２は、障子２０の閉鎖状態で離間点６５の第二軸支位置１６を中心とする第二回動軌跡
６７の室外側に沿って形成されるため、各ヒンジ３０による各障子２０の軸支位置が第一
軸支位置１５から第二軸支位置１６までの距離Ｌの範囲で設定される場合には、当該軸支
位置を中心として回動する可動カバー６０の外面６１１が固定カバー５０の内面５１２に
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干渉することがない。従って、各障子２０の軸支位置を第一軸支位置１５から第二軸支位
置１６までの範囲で調整しても、共通のヒンジカバー４０を利用できる。
（３）側板部５２を固定カバー５０に形成することで、各ヒンジカバー４０の一方の側部
を覆うことができ、また、側板部６２を可動カバー６０に形成することで、各障子２０の
開閉移動が可能な状態を維持しつつ各ヒンジカバー４０の他方の側部を覆うことができ、
水密性を向上できる。
　また、側板部５２に連続する延出縁部５２４の対向内面５２４Ａが、固定カバー５０の
内面５１２の曲率よりも大きな曲率を有して形成されるため、側板部５２側における固定
カバー５０と可動カバー６０との隙間を狭めることができ、特に側板部５２側における水
密性を向上できる。
　さらに、側板部６２に連続する延出縁部６２４の対向外面６２４Ａが、可動カバー６０
の外面６１１の曲率よりも小さな曲率を有して形成されるため、側板部６２側における固
定カバー５０と可動カバー６０との隙間を狭めることができ、特に側板部６２側における
水密性を向上できる。
（４）延出側板部５１３の対向面５１３Ａが固定カバー５０の内面５１２の曲率よりも大
きな曲率を有して形成されることで、各ヒンジカバー４０の他方の側部における固定カバ
ー５０と可動カバー６０との隙間を狭めることができ、水密性を向上できる。
（５）リブ６２５が固定カバー５０の内面５１２に向かって延出して形成されるため、各
ヒンジカバー４０の他方の側部における固定カバー５０と可動カバー６０との隙間を狭め
ることができ、水密性を向上できる。さらに、延出側板部５１３とリブ６２５とによって
ラビリンス構造を形成でき、水密性をさらに向上できる。
【００６８】
（６）各枠３～６、方立７に装着された各気密材１２（１２Ａ，１２Ｂ）と、水密固定部
材７１と、水密固定部材７１の固定室外部７２、固定連結部７３および固定室内部７４に
当接する水密回動部材８１とによって水密構造を構成することで、障子２０の閉鎖状態で
連続する水密ラインを形成でき、水密性を向上できる。従って、例えば、既存形材を利用
して製造コストの削減を図るべく、軸支位置１５よりも上側部分に既存の内倒し窓の構造
、形材を利用し、かつ軸支位置１５よりも下側部分に既存の突出し窓の構造、形材を利用
した場合に上側室内見付け片部３０３と下側室内見付け片部３０５との見込み位置（室内
外位置）が異なってしまった場合であっても、水密装置７０によって水密ラインを連続さ
せることができる。
　また、障子２０の開放移動において、室内側見付け片部２１５が第一気密材１２Ａおよ
び第二気密材１２Ｂから離間するとともに、水密回動部材８１が水密固定部材７１の固定
室外部７２、固定連結部７３および固定室内部７４から離間するため、水密構造から障子
２０に摩擦抵抗が与えられることがなく、障子２０の開放移動を円滑に行わせることがで
きる。逆に、障子２０が閉鎖移動する際にも、障子２０が閉鎖位置に至る直前までは、第
一気密材１２Ａおよび第二気密材１２Ｂは室内側見付け片部２１５と離間しており、水密
回動部材８１は水密固定部材７１と離間しているので、障子２０の閉鎖移動を円滑に行わ
せることができる。
　さらに、上側室内見付け片部３０３および下側室内見付け片部３０５間に室内側見付け
片部２１５が配置される既存形材に対して、前述した通りに水密装置７０を採用できるた
め、既存形材を兼用できる。
（７）水密回動外面８３１が、障子２０の軸支位置１５，１６よりも室内側の位置を曲率
中心８３４として湾曲形成されるため、水密回動外面８３１が障子２０の軸支位置１５を
中心とする第三回動軌跡８６よりも外側に位置することがなく、障子２０が閉鎖状態から
開放移動した際には、水密固定内面７３１から離間移動する。従って、障子２０の軸支位
置が第二軸支位置１６から室外側の第一軸支位置１５の距離Ｌの範囲で位置調整されても
、障子２０の開放移動において水密回動外面８３１が水密固定内面７３１に干渉すること
なく、障子２０の開放移動を円滑に行わせることができる。
　また、水密回動外面８３１の曲率中心８３４が水密固定内面７３１の曲率中心７３３よ
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りも室外側であって下方に位置し、水密回動外面８３１が水密固定内面７３１の曲率半径
７３２よりも大きな曲率半径８３３を有して形成されるため、障子２０の閉鎖移動におい
て水密回動外面８３１が水密固定内面７３１に接近し、押し当てられる。この押し当てに
より、水密固定内面７３１は弾性変形を生じて水密回動外面８３１に密着するので、水密
性をさらに向上できる。
（８）障子２０の閉鎖状態において水密回動外面８３１が水密固定内面７３１に押し当て
られるのに加え、見込み外面８２１が、障子２０の閉鎖状態で室内側見付け片部２１５の
長手方向において見込み内面７２４に向かい合って当接するため、室内側見付け片部２１
５の室外側における水密性をさらに向上できる。また、見込み外面８２１は水密回動外面
８３１の側方に位置する当接室内面８２２から室外側に延びて形成されるため、見込み外
面８２１が水密固定内面７３１、延出内面７１１に干渉することがなく、障子２０の開閉
移動を円滑に行わせることができる。
（９）障子２０の閉鎖状態において水密回動外面８３１が水密固定内面７３１に押し当て
られるのに加え、延出外面８４２が障子２０の見込み方向において延出内面７１１に向か
い合って当接するため、室内側見付け片部２１５の室内側における水密性をさらに向上で
きる。また、延出外面８４２は、水密回動外面８３１に連続しているとともに、障子２０
の軸支位置１５よりも下方に延出して形成されるので、障子２０の開閉移動において水密
固定内面７３１と向かい合って配置されることがないうえ、障子２０の開放移動によって
延出内面７１１から離間するので、延出外面８４２が水密固定内面７３１、延出内面７１
１に干渉することがなく、障子２０の開閉移動を円滑に行わせることができる。
【００６９】
［第２実施形態の構成］
　以下、本発明の第２実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１７～２０において、第２実施形態に係る連窓１は、第１実施形態に係る連窓１に対
して、各障子２０の面材に複層ガラス２５Ａが採用されており、これにより、各障子２０
の重心位置が室内側寄りの重心位置１８となり、これに対応して、各障子２０の軸支位置
が第二軸支位置１６となるように、ヒンジ３０が室内側寄りに配置されている。
　なお、第２実施形態に係る連窓１における前述した構成を除くすべての構成は、第１実
施形態に係る連窓１の構成と同一である。
【００７０】
　複層ガラス２５Ａを備えた連窓１の開閉動作は次の通りである。
　図示しないロック機構の解除によって図１８に示す閉鎖位置にある各障子２０の開放移
動を可能な状態にした場合、各障子２０の軸支位置１６が重心位置１８よりも室外側にあ
るため、各障子２０がその自重に基づいて自然に開放方向に回転する。この回転により、
障子２０は、図１９に示す中間開放位置を経て、図２０に示す開放位置（全開位置）まで
開放移動する。各障子２０が開放位置に配置される際、各障子２０は図示しない戸当り材
によって支えられる。これにより、各障子２０は、開放位置からさらに開放方向に向かう
回転が生じなくなる。
【００７１】
　障子２０が開放方向に回転する際、可動カバー６０は障子２０とともに軸支位置１６を
中心として開放方向に回動する。この開放方向の回動においては、可動カバー６０の延出
縁部６２４およびリブ６２５は、図１９，２０に示すように、固定カバー５０の内面５１
２よりも室内側において前述した第二回動軌跡６７に沿って回動する。また、この可動カ
バー６０の開放方向の回動においては、可動カバー６０の外面６１１は、第二回動軌跡６
７に沿って回動する。これにより、可動カバー６０の各面６１１，６２４Ａ，６２５Ａは
、固定カバー５０の各面５１２，５１３Ａ，５２４Ａに干渉することなく開放方向に回動
する。障子２０の開放状態では、可動カバー６０の外面６１１は、固定カバー５０の内面
５１２に対して非当接状態で室内側に重なり配置される。
【００７２】
　また、障子２０が開放方向に回転する際、水密回動部材８１は障子２０とともに軸支位
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置１６を中心として開放方向に回動する。この開放方向の回動においては、水密回動外面
８３１は第四回動軌跡８７に沿って開放方向に回動する。これにより、水密回動部材８１
の見込み外面８２１、水密回動外面８３１および延出外面８４２は、図１９，２０に示す
ように、水密固定部材７１の見込み内面７２４、水密固定内面７３１および延出内面７１
１から室外側に離間する。従って、水密回動部材８１は、水密固定部材７１に干渉するこ
となく開放方向に回動する。
【００７３】
　次に、各障子２０に風圧が加わり、障子２０の開放位置から閉鎖位置に向かって閉鎖方
向に回転すると、可動カバー６０は障子２０とともに軸支位置１６を中心として閉鎖方向
に回動する。この閉鎖方向の回動においては、可動カバー６０の外面６１１は、第二回動
軌跡６７に沿って回動する。このため、外面６１１は、固定カバー５０の内面５１２の室
内側に沿って回動し、図１８に示す閉鎖位置まで戻る。可動カバー６０の延出縁部６２４
およびリブ６２５もまた、固定カバー５０の内面５１２の室内側に沿って回動し、閉鎖位
置まで戻る。
【００７４】
　また、障子２０が閉鎖方向に回転する際、水密回動部材８１は障子２０とともに軸支位
置１６を中心として閉鎖方向に回動する。この閉鎖方向の回動においては、水密回動外面
８３１は第四回動軌跡８７に沿って閉鎖方向に回動する。これにより、水密回動部材８１
の見込み外面８２１、水密回動外面８３１および延出外面８４２は、水密固定部材７１の
見込み内面７２４、水密固定内面７３１および延出内面７１１に接近して当接し、押し当
てられながら図１８に示す閉鎖位置まで回動する。見込み外面８２１、水密回動外面８３
１および延出外面８４２が、見込み内面７２４、水密固定内面７３１および延出内面７１
１に押し当られることで、弾性を有する水密固定部材７１は弾性変形を生じ、見込み外面
８２１、水密回動外面８３１および延出外面８４２と見込み内面７２４、水密固定内面７
３１および延出内面７１１とが密着した状態となる。このため、高い水密、気密性能を発
揮する。
【００７５】
　このように連窓１は開閉動作する。この際、各ヒンジカバー４０は、各障子２０の閉鎖
状態では各ヒンジ３０の室外側を覆って水密性能などを発揮し、また、障子２０の開閉移
動では可動カバー６０が固定カバー５０に干渉することがないので、各障子２０の動作を
妨げることなく円滑な開閉移動を行わせられる。他方、各水密装置７０は、各障子２０の
閉鎖状態では各ヒンジ３０の室内側で水密ラインを形成し、また、障子２０の開閉移動で
は水密回動部材８１が水密固定部材７１に干渉することがないので、各障子２０の動作を
妨げることなく円滑な開閉移動を行わせられる。
【００７６】
　第２実施形態の連窓１によれば、第１実施形態と同様に、障子２０の閉鎖状態では水密
装置７０によって第一気密材１２Ａおよび第二気密材１２Ｂを連続させて水密ラインを形
成でき、また、障子２０の開閉移動では、水密回動部材８１を水密固定部材７１から離間
するので、障子２０の開閉移動を円滑に行わせることができる。
　また、第２実施形態の連窓１によれば、固定カバー５０と可動カバー６０とを干渉させ
ずに適切に回動動作できるため、第１実施形態と同様の作用効果を発揮でき、障子２０の
軸支位置に対応して、専用ヒンジカバーなどを新たに準備する必要がない。
【００７７】
［変形例］
　本発明は、以上の実施形態で説明した構成のものに限定されず、本発明の目的を達成で
きる範囲での変形例は、本発明に含まれる。
　例えば、前記実施形態では、可動カバー６０の外面６１１は、第一回動軌跡６６の曲率
と同じ曲率とされたが、これに限定されず、第一回動軌跡６６の曲率よりも大きな曲率と
されてもよい。
【００７８】
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　前記実施形態では、可動カバー６０の外面６１１の曲率は、第一回動軌跡６６の曲率と
同じとされたために一定の曲率とされているが、これに限定されず、可動カバー６０の回
動方向に沿って外面６１１の曲率が変化されていてもよい。
　また、前記実施形態では、固定カバー５０の内面５１２の曲率は、第二回動軌跡６７の
曲率よりも小さな一定の曲率とされているが、これに限定されず、可動カバー６０の回動
方向に沿って内面５１２の曲率が変化されていてもよい。
【００７９】
　前記実施形態では、固定カバー５０には、延出側板部５１３、塞ぎ部５２１、延出縁部
５２４が形成されているが、これらの構成を省略してもよい。
　また、前記実施形態では、可動カバー６０には、延出縁部６２４、リブ６２５が形成さ
れているが、これらの構成を省略してもよい。
【００８０】
　前記実施形態では、水密固定内面７３１の曲率半径７３２は、水密回動外面８３１の曲
率半径８３３よりも小さく設定されているが、これに限定されず、例えば、曲率半径７３
２，８３３が同じに設定されてもよい。
【００８１】
　前記実施形態では、水密固定内面７３１および水密回動外面８３１は、一定の曲率をも
って湾曲形成されているが、これに限定されず、変化する曲率をもって湾曲形成されてい
てもよい。
【００８２】
　前記実施形態では、水密回動外面８３１の曲率中心８３４は、水密固定内面７３１の曲
率中心７３３よりも室外側であって上下方向において下側室内見付け片部３０５側に位置
しているが、これに限定されず、例えば、曲率中心８３４，７３３が同位置であってもよ
い。
【００８３】
　前記実施形態では、シール部材として水密装置７０を有して構成されているが、これに
限定されず、例えば、水密装置７０と基本構造は同じであるが、見込み内面７２４、水密
固定内面７３１および延出内面７１１と、見込み外面８２１、水密回動外面８３１および
延出外面８４２とのうちのいずれか一方にモヘヤ（図示省略）を設けた装置を備えていて
もよく、この場合、障子２０の閉鎖時にモヘヤによる防虫性能を発揮できる。
【００８４】
　前記実施形態では、水密装置７０は、弾性変形可能なゴム製の水密固定部材７１と、樹
脂製の水密回動部材８１とを備えて構成されているが、これに限定されず、樹脂製の水密
固定部材と、弾性変形可能なゴム製の水密回動部材とを備えて構成されていてもよい。ま
た、弾性変形可能なゴム製の水密固定部材および水密回動部材を備えて構成されていても
よい。
【００８５】
　前記実施形態では、ヒンジ３０は、障子２０の軸支位置を第一軸支位置１５に設定した
場合に、上側室外見付け片部３０２や下側室外見付け片２１４から室外側に突出する程度
に大きく形成されたものであるが、これに限定されず、例えば、障子２０の軸支位置を第
一軸支位置１５から第二軸支位置１６間のどの位置でも、上側室外見付け片部３０２およ
び下側室外見付け片２１４から室外側に突出しない程度に小さく形成されたヒンジを採用
してもよい。
【００８６】
　前記実施形態では、固定カバー５０の外面５１１は、室外側に向かって凸状に湾曲した
略円弧状に形成されているが、これに限定されず、例えば平面状に形成されていてもよい
。
【００８７】
　前記実施形態では、水密回動部材８１が樹脂製であるが、これに限定されず、例えば本
体部分が金属製材で形成されるとともに、見込み外面８２１、当接室内面８２２、水密回
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。
　また、樹脂製の水密回動部材８１にゴム製材が設けられ、このゴム製材によって見込み
外面８２１、当接室内面８２２、水密回動外面８３１、当接室外面８４１、延出外面８４
２が形成されてもよい。
【００８８】
　前記実施形態では、各軸支位置１５，１６の高さ方向における位置は、障子２０の重心
位置１７，１８と同じとされたが、これに限定されない。例えば、各軸支位置１５，１６
は、障子２０の閉鎖状態で重心位置１７，１８よりも斜め上方に位置し、かつ、障子２０
の開放状態で重心位置１７，１８を通る鉛直線上であって上方に位置してもよい。この場
合、障子２０は開放位置で姿勢安定するので、戸当り材を設ける必要がない。
【００８９】
　前記実施形態では、自然換気可能な横軸回転窓２（自然換気窓）について説明したが、
例えば、障子２０の軸支位置が室外側寄りであるが自然換気を行う構成とされていない横
軸回転窓であってもよく、また、障子２０の軸支位置が室外側寄りに配置される縦軸回転
窓であってもよい。
　また、前記実施形態では、連窓１を説明したが、例えば、各種の回転窓を上下に備えた
段窓であってもよい。
【符号の説明】
【００９０】
　１…連窓、２…横軸回転窓（回転窓）、３，４…縦枠、３Ａ…縦材、３Ｂ…上縦材、３
Ｃ…下縦材、５…上枠、６…下枠、７…方立、１０…窓枠、１１…水密材、１２（１２Ａ
，１２Ｂ）…気密材（第一、第二当接材）、１３，８５…ビス、１５…第一軸支位置、１
６…第二軸支位置、１７，１８…重心位置、１９…仮想線、２０…障子、２１，２２…縦
框、２３…上框、２４…下框、２５…単板ガラス、２５Ａ…複層ガラス、３０（３０Ａ，
３０Ｂ）…ヒンジ、３１…軸部材、３２，３６，５３，６３…取付部、３３…軸補強部、
３４…回転軸、３５…軸受部材、３７…軸受部、４０（４０Ａ，４０Ｂ）…ヒンジカバー
、５０…固定カバー、５１，６１…本体部、５２，６２…側板部、６０…可動カバー、６
５…離間点、６６…第一回動軌跡、６７…第二回動軌跡、７０（７０Ａ，７０Ｂ）…水密
装置、７１…水密固定部材（固定当接部材）、７２…固定室外部、７３…固定連結部、７
４…固定室内部、７５…差込み片部、８１…水密回動部材（回動当接部材）、８２…回動
室外部、８３…回動連結部、８４…回動室内部、８６…第三回動軌跡、８７…第四回動軌
跡、１５１，１６１…曲率半径、２１１，３０１，３０４…見込み片部、２１２…面材受
け片部、２１３…押縁、２１４…下側室外見付け片、２１５…室内側見付け片部（障子見
付け片部）、３０２…上側室外見付け片部、３０３…上側室内見付け片部(第一見付け片
部)、３０３Ａ，３０５Ａ…係合部、３０５…下側室内見付け片部（第二見付け片部）、
５１１…外面、５１２…固定内面、５１３…延出側板部、５１３Ａ，６２５Ａ…対向面、
５２１…塞ぎ部、５２４，６２４…延出縁部、５２４Ａ…対向内面、６１１…可動外面、
６１２…内面、６１３…覆い部、６２４Ａ…対向外面、６２５…リブ、７１１…延出内面
、７２１，７２２，７４２…当接面、７２３…被係合部、７２４…見込み内面、７２５…
当接室内面、７３１…水密固定内面（固定当接内面）、７３２，８３３…曲率半径、７３
３，８３４…曲率中心、７４１…スリット、７４３…当接室外面、８２１…見込み外面、
８２２…当接室内面、８３１…水密回動外面（回動当接外面）、８３２…当接側面、８４
１…当接室外面、８４２…延出外面、８４３…ビス孔、Ｌ…距離。
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